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　岡山県古代吉備文化財センターでは、高
たかはしがわ

梁川河川整備事業に伴い令和４年度

から酒津遺跡の発掘調査を行っています。

　酒津遺跡は、倉敷市街地の北西にある酒
さか

津
づ

八
はちまんやま

幡山の麓
ふもと

に位置します。かつて

の高梁川は、八幡山の北側で東西に分かれており、東高梁川と八幡山の間に本

遺跡が立地していました。しかし、明治時代になると高梁川下流域で氾
はんらん

濫が多

発したため、川の流れを１本にする改修工事が行われました。工事の結果、遺

跡の大部分が河川敷となり、現在に至ります。

　酒津遺跡は昭和 30(1955) 年に発見されて以来、川の底から多数の遺物が見

つかることで広く知られるようになりました。中でも、弥
や

生
よい

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

末
まつ

の土器

は「酒
さか

津
づ

式
しき

土器」と名付けられ、備
びっ

中
ちゅう

南部の同時期を代表する土器として学

術的にも有名です。

　令和５年度からは笠
かさ

井
い

堰
ぜき

の南に位置する中州の北側を調査しており、これま

でに縄文時代から江戸時代にかけての遺構や遺物が見つかり、断片的に知られ

ていた酒津遺跡の実態が明らかになりつつあります。

第１図　酒津遺跡と周辺の主な遺跡（1/50,000）（国土地理院電子地形図を加工）
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日 程：令和７年 12 月 13・14 日（土・日）主 催：岡山県古代吉備文化財センター

場 所：倉敷市酒津地先　酒津遺跡発掘調査現場
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第２図　酒津遺跡の主な遺構（1/300）

　円形の平面形をもつ竪穴住居です。復元で

径７ｍの大きさが想定できます。住居内には

炭化した建築部材の一部や赤く焼けた土が残

っており、この住居が焼け落ちたことがわか

ります。木材は住居の中心に向かって倒れて

おり、屋根の材料が放射状に立てかけられて

いたことが想定できます。平面の形や、住居

内から出土した土器の特徴から弥生時代に建

てられた住居であると考えられます。

　調査区を東西に通る、幅約２ｍ、深さ約 0.5
ｍ、長さ 40ｍ以上の溝です。溝の中からは弥

生時代中期の土器などが見つかりました。

　３区から１区にかけて延び
ており、幅約７ｍ、深さ約２

ｍ、長さ 40ｍ以上になります

。溝の中からは、土師器、須

恵器、瓦などが見つかりまし

た。

　これまでに５世紀後半（約 1550 年前）頃の古
墳が複数見つかっています。いずれも 10ｍ程の

大きさの円墳や方墳で、周溝がほぼ接するほど

密集しています。調査地北端の方墳には箱式石

棺が残っており、人骨や鹿角装大刀などが出土

しました。中央の円墳では円筒埴輪が周溝の中

で見つかりました。

各所から出土した石器によっ

て、酒津遺跡が縄文時代草創

期まで遡ることが明らかにな

りました。板状有溝砥石をは

じめ多くの石鏃や剥片が出土

しています。
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　平面円形の弥生時代中期の竪穴住居です。

大部分が奈良時代の溝で壊されていますが、

径７ｍと復元できます。住居内には炭化した

建築部材や焼けた土が残り、火を受けて廃棄

されたことがわかります。木材は住居の中心

に向かって倒れており、屋根材が放射状に立

てかけられていたと想定できます。本発掘調

査で初めて弥生時代の住居が見つかり、集落

像解明の糸口となることが期待されます。

　調査区を東西に通る、幅約２ｍ、深さ最大

80cm の弥生時代中期の溝です。さらに西へ

延びると想定されます。集落の区画用か用水

用の溝の可能性が考えられます。

　北東から南西方向へ直線的

に掘られた大溝です。幅約７

ｍ、深さ約２ｍとかなり大規

模なもので、長さも 40 ｍ以

上見つかっています。溝の中

からは土
は じ き

師器、須
す え き

恵器、瓦な

どが見つかりました。

　３～５区から出土した石器に

よって、酒津遺跡が縄文時代草

創期まで遡
さかのぼ

ることが明らかにな

りました。板
いたじょうゆうこうといし

状有溝砥石をはじ

め多くの剥
はくへん

片や石
せきぞく

鏃が出土して

います。板状有溝砥石石鏃

（南西から撮影）

（南東から撮影）

（南西から撮影）　これまでに５世紀後半（約 1550 年前）頃の古

墳が複数見つかっています。いずれも 10 ｍ程度

の大きさの円墳や方墳で、周溝がほぼ接するほど

群集しています。調査地北端の方墳には箱式石棺

が残っており、人骨や鹿
ろっかくそうたち

角装大刀などの副葬品が

出土しました。その南東の円墳では円筒埴輪が墳

丘や周溝の中で見つかりました。

（南から撮影）

　7.5 ｍ× 5.5 ｍの建物

で、柱穴からは土器や瓦

の破片が出土していま

す。これまでの調査でも

同様の建物が見つかって

います。

（西から撮影）


